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謝
霊

運
の

詩
表
現
の
一

特
色

　
　

　

　
　

　

ー
『

楚

辞
』

と

の

関

連
を

中

心

に

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

鈴

　

木

　

敏

　

雄

劉
宋
の

詩
人

豊
運
（

三

八

五

−
四
三
＝一
）

は
、

き
わ
め

て

修
辞
の

盛
ん

蒔
代

喜
景
に

、

彼
独
自
の

表
現
を

持
っ

詩
の

世
界
を

構
築
し

た
・

い

ま・

彼
の

修
辞
技
巧
の

中
で

特

量
故
表
現

ξ
い

覧
・

と
、

・

れ

・

芝
指

攀
れ
て

い

。

、

う
な

『

荘

子
』

を
中

宮
し

て

『

斈
』

『

周
易
』

を

含
む・

所
謂
「

一
＝

玄
」

に

・

衾
現
の

外
に

、

『

籌
』

に

ょ

る

表

現
が

多

く

見
ら

れ
。

。

試
み
に

旻
選
』

所
載
の

謝
霊
運

詩
に

付
さ

れ

た

蒹
口

注
に

・

り

そ
の

数
値
を

調
べ

・

・
、

同
時
代
の

霆
之
（

三

八

四

−
四

五
六
）

や

簸

（

四

〇
五

i
四

六

六
）

の
・

約
二

倍
近

く
の

割
合
で

用
い

ら

れ
て

い

る
・

と

雰
か

る
。

・

れ

は

謝

霊

運
が

適
所
に

爨
に

用
い

る

『

荘
子
』

の

使

墨
・

り

も
さ

ら
に

高
く

、

彼
の

詩
の

出

典
中
で

は
、

・

の

『

籌
』

が

最
も
多
い
．

」

と
に

な

。
。

そ

し
て

、

糶
之
や

鮑
照
が

『

毛

詩
』

や

『

漢
書
』

な

ど
の

鑾
・

吏
書
類

寥
用
す
・

の

に

較
べ

、

や
は

り
特

裂
印
象
を

受
け
。

。

一

体
、

鬱
蓮
は

何

故
こ

の

よ

う
に

『

楚
辞
』

寥
用
・

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

・

の

疑
点
に

迫
・

た

め
、

拙
稿
で

は

・

の

詩
人
の

『

籌
』

を

用
い

た

毳
形

式
・

お
よ

び

そ
こ

に

込
め

ら

れ

た

意
味

ξ
い

て

論
述
を
試
み
た

い
。

方
法
と
し

て

は
、

対

象
を

明

選
鑿
し

た
い

が

た
め

、

他
の

詩

人
（

斉
の

謝
跳
）

お

よ

び

他
の

出

塁
「

三

玄
」
）

・
の

比
較
・
い

う

形
式
を

・
・

た
。

論
点
を

以
下
に

掲
げ
る

羨
の
ジ

．

と
く
で

あ

。
。

　
一

、

謝
胱
に

見
ら

れ

る

『

楚
辞
』

を

用
い

た

表
現
に
つ

い

て

の

概
略

。

二
・

謝
霊
運

覧
ら

れ
る

蹇
辞
』

を

用
い

た

表
現

ξ
い

て
、

謝
跳
の

盪
・

と
の

比

較
。

三

諭
霊
運

覧
ら

砦
『

荘
子
』

（

コ一

喜
へ

姦
衍
）

を

用
い

髪
現
と

、

二

で

述
べ

た

『

楚
辞
』

の

盪
口

と

の

形
式

、

内
容

　

　

面
の

比

較
。
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四
、

謝
霊
運
に

見
ら

れ
る

『

楚
辞
』

へ

の

共
感

。

　
　
　
　鞘

　

謝
霊
運
と

同
時
代
に

あ
っ

て
、

彼
以

外
に

『

楚
辞
』

を
多
用
し

た

詩
人
を

求
め

る

と
、

時
代
は

少
し

下
る
が

、

蕭
斉
に

同
族
の

後

輩
の

謝
眺

（

四

六

四

ー
四

九
九
）

が

い

る
。

彼
は

謝
霊

運
の

詩
か

ら

多
大
な

影

響
を

受
け、

更
に

そ

れ

を

発
展

さ
せ

て
、

謝
霊
運
の

最
盛
期

よ

り

数
え

、

約
七

十
年
後
に

そ
の

詩
名
を

挙

げ
る

。

そ
こ

で

こ

の

詩

人
に

つ

い

て
、

謝
霊
運
ら
と

同
基
準
の

も
と

に

そ
の

典
故
表
現
を

調

べ

て

み

る

に
、

最
も

多
用
す
る

の

は

『

毛
詩
』

で
、

次
に

す
ぐ
『

楚
辞
』

が

来
る

。

こ

の

点
か

ら

考
え

る
と

、

謝
眺
も

、

少
な

く
と

も
数

量
的
に

は

『

楚
辞
』

か

ら
か

な

り

多
く
の

語
句

を

借
り
て

い

る
こ

と

に

な

る
。

し

た
が
っ

て
、

比

較
の

対
象
と

し
て

よ

か

ろ

う
と

思
わ

れ

る

の

で
、

以
下
に

は

ま

ず
、

　
「

二

謝
」

の

『

楚
辞
』

を

用
い

た

裹

現
の

簡

単
な

対
比
を
試
み

、

つ

い

で

謝
霊
運
に

関
す
る

論
を

展

開
し

て

ゆ

き
た

い
。

　

謝
眺
の

「

祁

伏
武
昌
登
孫
権
故
城
」

詩
（

『

文
選
』

巻
三

十
）

の

最
後
の

四

句
、

　
　

幸
籍
芳
音

多
　
幸
ひ

に

芳
音
の

多
き
に

籍
り

　
　
ヘ

　
　　
へ

　
　

承
風

采
餘
絢
　
風

を

承

け
て

餘

絢
を

采
る

　
　

于
役
儻

有
期
　
于
役
　
儻
し

期

有
ら
ぽ

　
　

鄂
渚
同

遊
衍
　

鄂
渚
に

同
に

遊
衍
せ

ん

を

見
る

と
、

例、
兄

ぽ

傍
点
で

指
摘
し

た

「

承
風
」

お

よ

び

「

鄂

渚
」

が
、

李
善
に

よ

れ

ば
、

そ
れ

ぞ

れ

遠
遊
の

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　

エ

　
　

聞
赤
松
之

清
塵
兮

、

願
承

風
乎
遺
則

。

お

わ

び

九
章
・

渉
江
の

、

　
　
　
へ
　
　
　
お

　
　

乗
鄂
渚
而
反
顧
兮

、

欸
秋
冬
之

緒
風

。

　
　
　
　
　
　
　
　

よ

り

出
る
と

さ

れ

る
。

遠
遊
の

二

句
「

赤
松
の

清

塵
を

聞
き

、

願
は

く
は

風
を

遺
則
に

承
け
ん
」

は
、

仙
人
赤
松
の

風
を

慕
う

も
の

で
、

遊
仙
の

気
持
が

述
べ

ら
れ
て

い

る
。

ま
た
、

渉

江
の

「

鄂
渚
に

乗
じ

て

反
顧
す

れ
ぽ

、

あ
あ
秋
冬
の

緒
風
」

に

は
、

屈

原
の

孤

独

で

あ
り
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も

む

麟
蕪

難
難
　

韈
簸

雛
糠
　

爨
鵬

れ
る

。
次
に

「

和
徐
都
曹
出

新
亭
渚
」

詩
（

『

文
選
』

巻
三

＋
）

、

宛
洛
佳
遨
遊

春
色

満

皇
州

ヘ
　

　

へ
結
軫
青
郊
路

迴

瞰
蒼
江
流

日

華
川

上
動

ヘ

　
　

へ

風
光
草
際
浮

桃
李
成
蹊
径

ヘ

　
　
へ

桑
楡
陰

道
周

東
都
已

叡
載

言
帰

望
緑
疇

宛
洛
　
遨
遊
す
る
に

佳
く

春
色

皇
州
に

満
っ

　
　

　
　
　

　

め

ぐ

軫
を

青
郊
の

路
に

結
ら

し

迥

か

に

蒼
江
の

流
れ

を

瞰
る

忌東 桑 桃 風 日

都 楡 李 光 華

川
上
に

動
ぎ

草
際
に

浮
か

ぶ

蹊
径
を

成
し

　
　
　
お

ほ

道
周
を

陰
ふ

　
　
こ

と

　
　
ば

じ

已
に

載
を

俶
む

言
に

帰
り

て

緑
疇
を

望
ま

ん

の

「

桑
揄
」

と
い

う
語
は

、

九

歎
．

怨
思
の

、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ヘ

　
　

へ

蒲

灘

鸞
謙
騰

禦
』

簸
謹

纔
聳

論
→

難
肇

（

『

文
選
』

巻
二

十
）

、
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洞
庭
張
楽
地

　
　
へ

　
　

う

瀟
湘
帝
子
游

雲
去
蒼
梧
野

水

還
江
漢
流

停
驂
我
悵
望

　
　
　
ヘ

　
　　
へ

輟
棹
子

夷
猶

広
平

聴
方

籍

茂
陵
将
見
求

心

事
倶
巳

矣

　
　
へ
　

　　
ぬ

　

　　
エ

江
上

徒
離
憂

の

「

徒
離
憂
」

と
い

う

語

な
ど
は

、

　
　
ヘ

　
　
　
　
　

へ

　
　

結
余

軫
於
西

山
兮

、

お

よ

び
、

九

歌
・

山

鬼
の

、

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　

へ

　
　

風

颯
颯
兮
木
蕭
蕭

、

思
公
子

兮
徒
離

憂
。

よ

り

出
、

比

較
的
原
典
を

踏
ま

え
た

語
で

、

典
故
を

持
つ

。

た

だ
、

・

れ
以
上

詳
述
す
る

ま
で

も
な

く
、

・

の

よ

う

な

語
句

・

あ
る
い

は

典
故
の

用
い

方
は

、

　
『

楚

辞
』

を

用
い

て

い

る

点
で

使
用
率
が

か

な
り

高
い

以
外
は
、

別
に

謝
眺
の

特
色
と

し

て

採
り

挙
げ
る
ほ

ど

の

も

の

で

は

な
く

、

「

般
に

ど

の

詩
人
に

も
見
ら

れ
る

現
象
で

あ
る
と

言
え

る
。

と
、
、

ろ
で

再
び

今
の

「

新
亭
渚
別
范
零
陵
」

詩
全
体
を

見
わ

た

す

と
、

傍
点
で

指
摘
し
た

語
句
の

外
に

、

「

洞
庭
」

や

「

蒼
梧
」

な
ど

の

語
も
『

楚

辞
』

に

旻
る

も
の

で

あ
り

、

五

句
目
の

犀
驂
我
悵
望
」

な
ど

の

表
現
も

『

楚
辞
』

的
な
色
彩
が

濃
く

・

扁
と

し

て

は

明
ら
か

に

『

楚
辞
』

を

意
識
し

げ

、

い

る
。

し

か

し

局

苟
は

『

楚
辞
』

に

何
ら
か

の

共
感
を

示

そ

う
と

す
る

も
の

で

は

な
く
・

自
ら
の

詩
に

、

あ
る

種
の

雰
囲

気
を

醸
す
手
段

と

し
て

借
り
た

も
の

で
、

す
べ

藷
鑒
自
の

表
現
と

な
・

て

い

る
・

こ

の

点
か

ら

見

れ
ぽ

・

ど

洞
庭
は

楽
を
張
る

の

地

瀟
湘

帝
子
游
ぶ

雲
は

去
る

蒼
梧
の

野

水
は

還
る

江
漢
の

流
れ

驂
を
停
め

て

我

は

悵
望
し

棹
を

輟
め

て

子
は

夷
猶
す

　
　
　
　
　
　
　
し

広
平

聴

力
に

籍
き

茂
陵

将
に

求
め

ら

れ
ん

と

す

心

事

倶
に

巳
ん

ぬ

る

か

な

江

上

　

徒
ら
に

憂
ひ

に

離
る

　
　
　
　
　
　
そ

れ

ぞ
れ

九
歟
・

遠
遊
の

、

　
　
横
飛
谷
以

南
征

。
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こ

か

に

『

楚
辞
』

的
な

色
合
を

残

し

な
が

ら
も

、

原

典
に

そ

れ
ほ

ど

密
着
し

な
い

の

が
、

謝
跳
の

表
現
の
一

特
色
で

あ
る

と

考．
昆

ら

れ

る
。

　
そ
の

よ

う
な

表

現
の

顕
著
な

も
の

と
し

て
、

前
掲
の

「

和
徐
都
曹
出
新
亭
渚
」

詩
の

五

句
・

六

句

目
「

日

華
川

上
動

、

風
光
草
際
浮
」

が

挙
げ
ら

れ
る

。

こ

の

句
は

招

魂
の

、

　
　

光
風

転
惹

、

氾
崇
蘭
些

。

に

よ

り
、

さ

ら
に

王

逸

注
の

、

　
　

光
風
謂
日

出
而
風

、

草

木
有
光
色

也
。

を

も
介
し

て

い

な
が

ら
、

実
は

そ
の

い

ず
れ
に

も
捉
わ

れ

て

い

な

い
。

す

な

わ

ち
、

　
『

楚
辞
』

特
有
の

「

惹
」

や

「

蘭
」

を

排
除
し

て

「

草
際
」

と

し
、

川
水
へ

の

日
の

照
り

返
し

を

前
面
に

出
し
て

、

こ

れ
に

「

風
光
」

を

添

え

る
と

い

う

謝
胱

独
特
の

清
新
な
表
現
が

な
さ

れ
・

後
世
に

森
さ

れ
て

幽
・

・

の

よ

う

な
句
造
り
・

そ
、

醗
の

得
意
と

す
る

と

・

ろ
で

あ
る
と

耋
ら

れ
る

。

　

以
上
の

よ

う

に

謝

跳
の

『

楚
辞
』

に

よ

る

表
現
に

は
、

原
典
に

密
着
し
、

そ
の

背
景

を

充
分
に

踏
ま
・

兄

た

も
の

は

殆
ど

無
く

、

単
な

る

同

語
と

し

て

の

借
用

か

ら
、

む
し

ろ

彼
独
特
の

詩
情
を

描
く
た

め

に

用
い

る

方
向
へ

の

展
開
が

見
ら
れ

る
。
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二

　

さ

て
・

以
上
の

よ

う

な

謝
眺
の

表
現
に

対
し

、

謝
霊
運
の

場

合
は

と

言

え
ぽ

、

や

は

り

謝

眺
の

詩
に

指
摘
し

た

よ

う

な、

原
典
に

殆
ど

密
着
し

な
い

表
現
も
い

く
つ

か

あ
る

が
、

む

し

ろ

彼
の

特
色
は

、

次
に

挙
げ
る

例
の

中
に

見
る

こ

と
が

で

き
る

。

以
下
に

そ

れ
を

述
べ

て

ゆ
き
た

い

が
、

そ
の

際
、

背
後
の

意
味
を
捉
え
る

必
要
上

、

当
時
一

般
に

行
な
わ

れ
て

い

た

と

考
え

ら
れ

る

王

逸
『

楚
辞

章
句
』

に

ょ

る

注

を

も
、

随
時
併
せ

見

る
。

　

は

じ

め

に

「

石
壁
精
舎
還
湖
中
作
」

詩
（

『

文
選
』

巻
二

十
二
）

の

二

句
に

、

そ
の
一

斑
を

窺
、

兄

ぽ
、

　

　
　
ヘ

　
　

へ

清
暉
能
娯
人

　

　
ヘ
　

　　ヘ
　

　　
へ

游
子
憺
忘
帰

清
暉
は

能
く
人
を
娯
し

ま

し

め

游
子
は

憺
と

し

て

帰
る

を

忘
る



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

の

傍
点

部
、

九
歌
・

東
君
の

、

　
　
　
　
　
　
ゐ

　
　
ヘ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　ミ
　
　
　

　
　
ヘ

　

　
へ

　
　

羌
声
色

兮
娯
人

、

観
者

憺
兮
忘
帰

。

よ

り
出［、

こ

の

部
分
に

王

逸
は

、

　
　
言

日

色
光
明

、

旦

燿
四

方
、

人
観
見
之

、

莫
不

娯
楽

、

憺
然

意
安

、

而

忘
帰
也

。

と

注

す
る

。

こ

こ

の

東
君
に

言
う

「

声
色
」

は

太
陽
神
「

東
君
」

の

も
の

で
、

太

陽
は

神
格
化
さ

れ
擬
人
化
さ

れ
て

い

る
。

そ
れ

を

謝
霊

運
の

詩
で

は
、

王

逸
注
を

通
し

、

実
景
と
し

て

の

陽
光
を

感
じ

た

ま
ま

に

「

清
暉
」

と

言
う
。

し

か

し

そ
の

際、

太

陽
に

因
み

、

二

句
に

亘
っ

て

原
典
の

語
「

娯
人
」

、

「

僭
．

忘

帰
」

を
も
そ
の

ま

ま

借
り

る
。

詩
想
は

概
ね

詩
人
自
身
の

も
の

で

あ
り
な
が

ら
、

表
現
は

原
典
の

ま

ま
に

近
い

。

ま

ず
こ

の

事
が

、

謝
霊

運
の

『

楚
辞
』

を

用
い

た

表
現
全

般
に

言
え
る

。

次

の

永

嘉
の

南

亭
で

の

作、

「

遊
南
亭
」

詩

（

『

文
選
』

巻
二

十
二
）

に

も
、

や

は

り

そ

れ
が

表
わ

れ
て

い

る
。

　
　
　
、
　

　

、
　
　

、

　
　、

沢
蘭
漸
被
径

ヘ

　
　

ヘ

　
　

ヘ

　
　

へ

芙
蓉
始
発
池

未
厭
青
春
好

已

覯
朱
明

移

ヘ

　
　へ

戚
戚
感

物
歎

星
星

白
髪
垂

沢
蘭
は

漸
く

径
を

被
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

ら

芙
蓉
は

始
め

て

池
に

発
く

未
だ

青
春
の

好
き
に

厭
か

ざ

る

に

　
　
　
　
　
　
　
　
み

已
に

朱
明
の

移
る

を

覩
る

戚
々

と

し

て

物
に

感
じ

て

歎
き

星
々

と

し

て

白

髪
垂
る

こ

れ
は

時
の

推

移
の

中
で

衰
え

老
い

ゆ
く

我
が

身
を

、

　
「

物
に

感
じ
て

歎
く

」

と

い

う

も
の

で
、

　
　
朱
明

承

夜

兮
、

時
不

可

以
淹

。

皋
蘭
被
径
兮

、

斯
路
漸

。

お

よ

び
、

そ

れ

ぞ
れ

招
魂
の

、
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ヘ
　

　

ヘ
　

　

ヘ

　
　

へ

　
　
芙
蓉
始

発
、

雑

菱
荷
些

。

大
招
の

、

　
　
ヘ
　

　
　
へ

　
　
青
春
受
謝、

白
日

昭
只

。

九

章
・

悲
回

風
の

、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ヘ

　
　

へ

　
　

愁
鬱
鬱
之
無
快
兮

、

居

戚
戚
而
不

可

解
。

を

出
典
と

す
る

。

こ

の

時、

　
『

楚
辞
』

で

は
、

例
え
ぽ
招
魂
の

「

蘭
被
径
」

の

句
に

つ

い

て
、

王
逸
は

、

　
　

言

賢
人
久
処
山
野、

君
不

事
用

、

亦
将
隕

顛
也

。

と

言

う
が

・

謝
霊

運
の

詩
で

售
に

入
・

た

菓
の

姿
を

そ
の

裏
述
べ

乏
と

ど

ま

り
、

王

逸

注
に

あ
る
よ

う
な

含
み

は

直

躄
は

表

面
化
し

な
い

。

し

か

し

そ

れ
で

も
表
現
は

原
典
を

踏

襲
す
る

。

つ

ま

り
、

以

上
の

二

首
の

詩
に

見
た

例
は

、

い

ず
れ

も
目
に

触
れ
た

山
水

自
然
の

風
物

裏
現
す
る

手
段

と
し

て

『

楚
辞
』

と

共
通
の

語
句
を

用
い

、

そ

れ

に

そ
の

時
の

詩
人
な

り
の

靨
を

寄
せ

な
が

ら
、

ほ

ぼ

原

典
の

ま

ま

の

表
現
を
借
り
る

・

・

の

点
に

、

謝
霊
運
の

『

楚
辞
』

に

ょ

る

表
現
全
般

ξ
い

て

の

蒋

象
指

羹
、

き
る

。

　

次
の

「

東
山

望

海
」

詩
（

『

芸
文
類
聚
』

巻
二

十
八
）

も
山
水

自
然
の

捉
え
方
は

前
の

二

例
と

同
じ
で

、

　
　
、

　
　
、

　

　
　
　

　
　
　
　、

開
春
献
初

歳

ヘ
　

　ヘ
　

　
ヘ

　

　エ
　

　
へ

白
日
出

悠
悠

ヘ
　
　ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
へ

蕩
志
将
愉
楽

　
　
　
ヘ
　

　　へ

瞰
海
庶
忘
憂

　
ミ

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
へ

策
馬
歩

蘭
皋

　
　
ヘ

　

　
ヘ

　

　
へ

緤
控
息
橡
丘

　
　
　
ヘ
　

　

へ

采
惹
遵
大
薄

ヘ

　

　
　
　

　
　
　

　
ヘ

　
　

へ

搴
若
履
長
洲

開
春
　
初
歳
を

献
じ

白
日

出
で

て

悠
々

た

り

　

　
ほ

し

い

志
を
蕩
ま

ま
に

し

て

将
に

愉
楽
せ

ん

と

し

海
を

瞰
て

憂
ひ

を

忘
れ
ん

こ

と

を
庶
ふ

馬
に

策
う
つ

て

蘭

皋
を

歩
ま

せ

た

づ

な
緤
控
へ

て

搬
丘
に

息
ふ

惹
を

采
り
て

大
薄
に

遵
ひ

若
を

搴
り
て

長
洲
を

履
む

一 7 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

と

言
う
と

き
、

例、
兄

ぽ

五

句
．

六

句
目

「

策

馬
歩
蘭

皋
、

緤
控
息
叡
丘
」

は
、

離
騒
の

、

　
　
　
ヘ

　
　
　

へ

　
　
　

も

　
ヘ

　
　
　
　

　
　
　

ヘ
　

ヤ

　
　
　
　

　
　
　

へ

　
　

歩
余
馬
於
蘭

皋
兮

、

馳
叡
丘
且

焉
止

息
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

に

基
づ

き
、

王

逸
は

署
命
を
須
つ

L

．
・

と

と

す
る

。

謝
霊

蓬
お

い

て

は
、

墓
の

含

意
が

王

逸
注
に

言
う

も
の

に

近
い

か

ど

う
か

は
・

即

座
に

判
断
で

き
な
い

に

し

て

も
、

原
典
と

共
通
す
る

語
句
に

よ

る

山

水
跋
渉
の

行
動
描
写
の

う
ち

に
、

何
ら
か

の

感
慨
を

述
べ

る
と
い

う

表
現
が

な
さ

れ

る
。

　

ま
た

、

以

上
の

二

句

以
外
の

他
の

部
分
は

、

九
章
・

思
美
人
の

、

　
　

も

　
　

た

　
　

　
　
も

　
　
　

　
　

　
ヘ

　
　

へ

　
　

し

　

　
　

　
ヘ

　
　
へ

　
　
　

　
　
　
も

　
　

ヘ

　
　
へ

　
　
　

　
も

　
　

へ

　
　

開
春
発
歳

兮
、

白
日
出
之

悠
悠

。

吾
将
蕩
志
而
愉
楽

兮
、

遵
江

夏
以
娯

墾
。

擘
九
簿
之
芳
蓙
兮

、

器
品
淋
之
宿
莽

。

に

よ

る

が
、

こ

こ

に

謝
霊
運
の

、

　
『

楚
辞
』

を

用
い

た

表
現
に

つ

い

て

の
、

形
式
上

の

よ

り

顕

著
な

特
色

を
見
る
こ

と
が

で

き
る

。

す
で

に
一

見
し

萌
ら

か

な
よ

う
に
、

そ

れ
は

、

単
に

『

楚
辞
』

の

語
を

多
用
す
る

と

い

う

だ

け
で

は

な

く
、

『

楚
辞
』

の

句
を
二

句
か

ら

数

句

些
日］
。

て
、

押

碧
ど
の

制
約
部
分
は

除

き
、

ほ

ぼ

霙
の

嵳
を

自
分
の

詩
句
に

採
用
す

る

点
に

あ
る

・

こ

の

特
色
に

よ

・

て

生
ず

る

表
現
上
の

効
果

笑
き
い

。

そ
．
」

で

以
下
に
、

．

あ
よ

う

な

形

式
上
の

特
色
に

注
目

し
つ

つ
、

そ

れ
が

ど
の

よ

う

な

内
容
面
の

特
色
を

も
た

ら

し
、

表
現
効
果
を

生
ん

で

い

る

か

を

併
せ

見
た
い

。

い

ま

も

互
度

、

．

あ
「

東
山
望

塰
詩
の

最
後
の

二

句

桑

蓬
大
薄

、

搴
若
履
長
洲
」

を

見
る

と
、

爨
人
の

「

大
薄
の

護
を

擘
り

、

長

洲
の

宿

莽
を

搴
る
」

の

部
分
に

借
り

、

王

逸
に

よ

れ

ぽ
、

　
　

欲

援
芳
蓙

、

以

為

佩
也

。

と

あ

り
、

ま

た
、

　
　

采
取
香
草

、

用
飾
己

也
。

と
言
口

わ

れ
る

。

謝
霊

運
は

蹇
辞
』

の

語
句
を

借
り
る

・

と
で

、

た
び

た

び

・

の

よ

う

な

美
人

香

募
喩
え

を

用
い

る
・

つ

ま

り
・

こ

の

美
人

香

草
に

よ

る

詠
が

、

内
容
面

ξ
な
が

る

さ

ら

な

る
一

特
色
で

あ

る

毒
・

え
る

。

ま

た
、

多

少

案
躍
が

あ
る

か

も

知
れ
な
い

が
・

．
」

．
」

に

は

老
荘
流
の

処
世
の

態
度
を

述
べ

る

時
と
、

蕨
相
通

ず
る

も
の

が

あ
る

よ

う
に

思
う
。

・

の

点

慧
・

て

検
証
し

な
が

ら

述
べ

る

こ

と

と

し
、

ま

ず
、

美
人

香
草
の

詠
が

老
荘
流
の

処
世
態
度
と

相
通
ず
る
に

至

る

ま
で

の

過
程
を

、

順

次
述
べ

た

い
。
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謝
霊

運
に

は
、

永
嘉
の

太
守
時
代

、

衙
署
の

西
に

在
る

上

戌
浦
の

石

鼓
山
に

登
っ

た

時
の

作
に

、

巻
四

十
七
）

が

あ
る

。

　
　
ヘ

　
　

ヘ

　
　

へ

旅
人
心

長
久

ヘ

　
　
ヘ

　
　
　
　

　
ヘ

　

　
へ

憂
憂
自
相

接

　
　
ヘ
　

　
　

　

　
　

へ

故
郷
路

遙
遠

　
　
ヘ
　

　

ヘ

　

　

へ

川
陸
不

可
渉

ヤ

　

　　
も

汨
汨
莫
与
娯

へ

　

　

も

発
春
托
登

躡

ヘ

　
ヘ

　
　
　
　
マ

マ

白
韮
競
新
菖

　
も

　
　

あ

　
　
　
　
　　
へ

緑
蘋
斉
初
葉

摘
芳
芳

靡
譲

愉
楽
楽
不

燮

佳
期
緬
無
像

ヘ

　

　　
へ

騁
望
誰
云

恆

旅
人

　
心
は

長
久
に

し

て

　
　

　
　
　

お

の

つ

か

憂
ひ

と

憂
ひ

と

自
ら
相

接
す

故
郷

　
路

　
遙
遠
に

し

て

川

陸

　
渉
る
べ

か

ら
ず

い

つ

い

つ

泪

汨
と

し
て

与
に

娯
し

む

莫
く

発
春

　
登

躡
す
る
に

托
す

監
．

白
韮
は

新
蓍
を

競
ひ

　
　

　
　
　

　
と
と

の

緑
蘋
は

初
葉
を

斉
ふ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
わ

す

か

ほ

り

ぐ

さ

芳

　
を
摘
め

ど

も
芳
は

謖
れ

さ

す
こ

と

靡
く

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
や
は

ら

愉
楽
す
れ

ど
も
楽
し

み
は

燮
げ
さ
せ

ず

　
　

　
は

る

佳
期
は

緬
か

に

し

て

縁
無
く

　
　

　
　
　

　
　
　

　
た

の

望
を

騁
す
れ
ど

も
誰
か

僊
し

と
云

は

ん

「

登

上

戌
石

鼓
山
」

詩

（

『

詩
紀
』

こ

の

詩
も
初
め

の

六

句
お

よ

び

省
略
部
分
に

続
く
次
の

二

句
が

、

そ
れ
ぞ
れ

九
章
．

哀
郢
の

、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

も

　
　
　
　
　

ぬ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ヘ

　

モ

　

も

　
　
心

不

怡
之
蚤
郷

兮
、

墾
与
愁
其
格
接

。

惟
郢
路
之

遼
遠
兮

、

江
与
夏
之
不

可
渉

。

お

よ

び
、

招
魂
の

、

　
　

　
　
へ

　
　

も

　

　
　
　

　
　

ヘ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

ヘ

　
　

ヘ

　
　
ヘ

　
　
　

　
　

　
ヘ

　
　

へ

　
　
献
歳
発
春
兮

、

汨
吾
南
征

。

茶
蘋
斉
葉
兮

、

白
芝
生

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

こ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

た

の

の

語
句
を

・

縷
そ
の

喜
用
い

て

い

・
。

そ

の

内

竃
、

『

楚
辞
』

で

は

初
め

の

哀
郢
の

忍
は

恰
し

ま

ざ

る
．

」

と

之
れ
長

久
に

し

て
」

以
下
に
、

王

逸
が

、
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言

己

念
楚
国
将
壗

、

心

常
含

戚、

憂
愁
相
続
、

無
有
解
也

。

と
言
ロ

う

よ

う
に

、

憂
国
の

情
が

あ

ら

わ
れ
て

い

る
。

し
か

し

謝
霊
運
の

場
合

、

「

故
郷
」

へ

の

路
は

会
稽
の

墾
墅
を

指
し

・

直
接
に

は

隠
退
の

念
い

へ

つ

な
が

る

も

奠
、

、

『

楚
辞
』

の

よ

う

蹇
国
の

撞
無
い

。

で

は
、

表
現
を
・

れ

程
ま

で

原
典
に

近
づ

け
て

お

き

奈

ら
、

そ
の

箜
の

主
要
テ

↓
で

あ
る

薯
雷
の

情
を

内
容
に

譬
込
む

の

で

な
い

の

な

ら、

一

体
何
を

借

り
よ

う

と
し

た

の

か
・

そ

れ

が
こ

の

詩
の

最
後
の

二

句
に

あ
ら
わ

れ
る

。

　

最

後
の

二

句
「

佳
期

緬
無
壕、

騁

望
誰
云

恆
」

は
、

九

歌
・

湘
夫
人
の
、

　
　
　
　
　
へ

　
　
し

　
　
　

　
　
　
　

　
ヘ

　

　
へ

　
　

白
殖
兮
騁
望

、

与
佳
期
兮
夕

張
。

に

よ

る
。

王

逸
は

、

　
　

量
．

己
願

以

始
秋

、

軸

零
初
生
、

平
望
之
時

、

修

繋
具

、

夕

早
灑
掃

、

張
施
帷
張

、

与
夫
人
期、

肇
之
也

・

と
言
口

い
、

湘
夫
人
と

会
う
、

」

と

に

期
待
を
か

け
る

意
に

と
・

て

い

る
。

す
で

に

前
述
の

通
り

、

肇
運
の

詩
も
・

の

意
味
を

馨
・

や

は

り

湘
夫
人
の

よ

う

な

人
物

、

つ

ま

り

美
人
を

、

自

分
の

本
心
の

理

磐
覧
立
て

る
。

所
謂

畳
心
L

の

ぎ
も
通
ず

る
・

そ

し
て
・

こ

の

詠
を

裹
の

表
現
内

寮
し

な
が

ら
、

常
に

蟇
的

姦
い

否

定
を
伴
う
・

と

を
、

特
色
と

し

て

持
・

て

い

る
・

ま
た

さ

ら
に

・

『

楚

辞
』

で

は

護
形
体
の

長
い

農
の

末
に

否
定
の

感
情
が

表
わ

れ
・

が
、

謝

篷
に

お

い

て

は
、

五

言
詩
と
い

う
形
体
と

相
俟
・

て

直
截

に

否
定

語
が

前
面
に

出

る

と
・

う
に

、

よ

り

強
い

悲
哀
の

漿
感

ξ
れ
る

。

そ

れ
は

次
の

宕
門
巌
上

宿
L

詩
（

『

芸

文

類
聚
』

巻
八
）

以
下
に

明
ら
か

覧
え
・

。

、

」

れ
を

霙
人
L

に

袋
さ

れ

・

・

う
な

、

高
潔
な
る

者
へ

の

爨
と

捉
え

た
い

・

謝
霊
運
の

『

楚
辞
』

に

、

る

表
現
内
容
で

は
．
」

の

占
…

が

最
も

響
で

、

そ
．

」

に

は

高
潔
な

・

者
へ

の

思
慕
と

、

か

の

人
に

対
面

す
・

た

め

に

自
ら

を

藻
に

飾
ろ

う

と

す
る

詩
人
の

姿
が

あ
る

。

　
「

石

門

巌
上

宿
」

詩
の

、

　
　
朝
塞
苑
中
蘭

　
朝
に

搴
る

苑
中
の

蘭

　
　
畏
彼
霜
下

歇
　
畏
ら
く
は

彼

　
霜
下
に

歇
き
な

ん

　
　
美
人
竟
不

来
　
美
人

　
竟
に

来
ら
ず
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も

　
　　
ヘ

　
　

　

　
　

　
ヘ
　

　　
へ

　

　
陽
阿

徒
晞
髪

陽
阿
に

徒
ら
に

髪
を

晞
か

す

と
い

う

冒
頭
お

よ

び

結
句
の

部

分
は

、

そ

れ

ぞ
れ
離
騒
の

、

　

　
朝
塞
眦
之

木
蘭
兮
（

…

…

惟
草
木
之
零
落

兮
、

恐
美
人
遅
暮
）

。

お

よ

び

九

歌
・

小
司
命
の

、

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ヘ
　
　
ヘ

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ
　

　

　
　
　

ヘ
　

　

　
　

　

　
　

へ

　

　
も

　

　
与
女
沐
兮
威
池

、

晦
女
變
兮
陽
之

阿
。

望

美
人
兮
未
来

、

臨
風
悦
兮
浩
歌

。

に

ょ

る
・

謝
霊
運
は

・

覇
搴
苑
中
蘭
L

と
い

う
行
為
に

・

り
、

わ
が

身
の

潔
白
を

述
べ

て
、

思
慕
す
る

人
物
と

面
会
す
る

藷
を

す
る

。

し

か

し

そ

れ
は

・

寔
次
句
の

萇

驚
下

歇
」

と

い

う

套一
昆
象

徴
さ

れ
る

、

先
行
き
の

一

抹
の

不

安
が
つ

き
ま

と
い

、

結

局
は

霙

人

竟
不

来・

陽
阿
徒
晞
髪
L

と
い

う
・

赱
な

る
。

同
時
に

ま
た

、

前
の

「

登
上

戌
石

整
」

詩
で

も

贊
た

考
に

、

。
．

」

に

も

や
は

り

直
截
的
な

強
い

蹇
の

恃
が

見
ら
れ

る
。

以

下
に

示

す
例
も

同
様
の

パ

タ

↓
の

繰
り

返
し

で
、

、
・

れ

ら

覈
治
上
の

不

遇
か

ら

来
る

　

　
　
　
　

　
　
　

も
の

か

も
知
れ

な
い

。

そ
し

て

契
人
」

と
は

・

そ
の

時
の

詩
人
自

婁
難
で

き
る

実
在

人
物
を

言

亀
の

と

耋
ら

れ

な
い
．
」

と

も

な
い

。

例
え
ぽ

帚

楼
中
望
所
遅
客
L

詩

（

『

文
選
』

巻
三

＋
）

釜
は

、

慈
か

ら

見
て

も

対
象
人
物
が

は
・

き
り
し

て

い

る

よ

う
に

と

れ
る

。

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

く
づ

　

　
、

　

　
、

　

　
、

　

　
、

　
　
、

杳
杳
日

西

頽

　
　
ヘ

　

　　
ヘ

　
　　
へ

漫
漫
長
路
迫

登
楼
為
誰
思

臨
江
遅
来
客

ヘ

　
　

ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
へ

孟
夏
非
長

夜

も

　
　

ヘ

　
　

ヘ

　
　

へ

晦
明
如
歳
隔

瑤
華
未
堪
折

へ蘭
蓍
已
屡
摘

杏
々

と
し

て

日
は

西
に

頽
れ

漫
々

と

し

て

長

き
路
は

迫
る

楼
に

登
り
て

誰
が

為
に

か

思
ふ

江
に

臨
ん

で

来
る

客
を

遅
っ

孟
夏
は

長
夜
に

非
ざ

る

も

晦
明
は

歳
の

隔
た

る
が
ご

と

し

瑤
華
は

未
だ

折
る

に

堪
へ

ざ
る

も

蘭
蓍
は

已
に

屡
々

摘
め

り
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モ

　
　　
へ

路

阻
莫
贈
問

云

何
慰
離
析

路
阻
ま

れ
て

贈
問
す

る

莫
し

い

か

ん

云

何
ぞ
離
析
を

慰
あ

ん

三

句
．

四

狗
目

「

登

楼
為
誰
思

、

鑒
遅
来
客
」

は
、

『

楚
辞
』

に

よ

る

表

現
の

間
に

あ
・

て
、

肇
に

対
象
と

な
る

人

物
が

お

り
・

そ

の

人
物
を
遅
つ

か

の

よ

う

に

詠
ま

れ
て

い

る
。

し
か

し

・

の

詩
人
の

常
と
し

て

そ
れ
は

明
言
さ

れ
ず

、

し

か

も
こ

う
い

・

た

人
物
に

該
当

す
る

も
の

も
実
際
謝
霊

運
の

周
辺
に

は

見

当
り
そ

う
に

な
い

。

そ
し

て

さ

ら
に

・

の

延

長
と

し

て

後

半
の

表

現

を

見
る

と
・

そ
の

嵳

『

楚
辞
』

多
用
の

部
分
に

融
合
さ

れ
、

そ

れ
ぞ
れ

九

章
・

抽
思
の

、

　
　
　
　
あ

　
　

ヘ

　
　

　
　
　
　
ミ

　

　
　

　
　
　

し

　
　

ら

　
　

　
　
へ

　
　
も

　
　

望
孟
夏

之
短
夜
兮

、

何
晦
明
之
若
歳

。

九

歌
・

大
司
命
の

、

　
　

折
疏
麻
兮
瑤
華

、

将
以
遺
兮
離
居

。

同
じ

く

九

歌
・

山

鬼
の

、

　
　

被
石
蘭
兮
帯
杜
衡

、

折
芳
馨
兮
遺
所
思

。

お

よ

び

九
章
・

思
美
人
の

、

　
　
　
　
ヘ
　
　　
へ

　
　

媒
絶
路
阻

、

言
不

可

結
而
貽

。

な

ど
の

出

塁
り

導
き
出
さ
れ

・

契
人
L

に

袋
さ

れ

る
よ

う
な

、

高
潔
な

る

者
へ

の

暴
に

変
・

て

ゆ

く
・

と

す
れ
ば

・

詩
の

構
想

か

ら

順

当
に

童
て

、

彼
に

は
、

到
底
及
ぶ
ぺ

く
も

な
い

高
潔
な

る

人
物
を

想
定
し

、

そ
の

人
物
を

思

慕
し

・

そ
し

て

そ
の

思

慕
が

容
れ

ら

れ

な
い

た

め

に

で

き
る

落
差
か

ら

悲
哀
感
を

生
ず
る

、

と
い

う

発
想
な

り

手
法
が

、

意
識
の

内

外
に

あ
・

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

・

例
え
ぽ

次
の

君
門
新
営
所
住
四

面

高
山

袈
石

瀬
茂
林
脩
竹
L

詩
（

『

文

選
』

巻
三

＋
）

は
、

そ

れ

を

顕
著
に

物
語
る

・

　
　
も

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　

　
へ

　
　
嫋
嫋
秋
風
過
　
嫋
々

と

し

て

秋
風
は

過
ぎ

　
　
萋
萋
春
草
繁

萋
々

と

し

て

春
草
は

繁
し
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美
人
遊
不

還

も
　

　　
も

佳
期
何
緜
敦

　
　
　
ヘ
　

　　
へ

芳
塵
凝

瑤
席

清
酳
満
金
尊

へ

　

　　
も

洞
庭
空
波
瀾

も
　

　　
も

　
　

　

　
　

　

へ

桂
枝
徒
攀
翻

美
人

　
遊
び

て

還
ら
ず

　
　
　
　
　
よ

佳
期

何
に

鷂
り
て

か

敦
う
せ

ん

芳
塵
は

瑤
席
に

凝
り

清
酪
は

金
尊
に

満
て

り

洞
庭

　
空
し

く
波

瀾
あ

り

桂
枝
　

徒
ら
に

攀
翻
す
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こ

の

詩
は

そ

れ

ぞ
れ
九
歌
・

湘
夫

人
の

、

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
　
　
ヘ

　

へ

　

　

　

　

も

　

　
ヘ

　

　
ヘ

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

　

　
も

　
　
嫋
嫋
兮
秋
風

、

洞
庭
波
兮
木
葉
下

。

：

−

：

与
佳
期
兮
夕
張

。

招
隠
士
の

、

　
　
　
　
　
も

　
　
　

も

　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　

も

　

ヘ

　
　
　

ヘ

　

ヘ

　
　
　
　
　
　
ヘ

　

へ

　
　
…
…

、

攀
援
桂
枝
兮
聊
淹
留

。

王

孫
遊
兮
不

帰、

春
草
生

兮
萋
萋

。

お

よ

び

九
歌
・

東
皇
太
一

の
、

　
　
ヘ

　
　

へ

　
　

瑤
席
兮
玉

瞋
、

…

…

奠
桂
酒
兮
椒
漿

。

に

よ

る

が
、

詩
の

「

美
人
」

以
下
六

句
に

つ

い

て
、

清
の

方
東
樹
は

そ
の

著
『

昭
昧
簷
言
』

巻
五

に
、

　
　
「

美
人
」

の

六

句
は

、

同
に

賞
す
る

無
き
を

言
ふ

。

…

…

「

美
人
游
不

還
」

の
一

段
は

、

幽

憂
．

怨
慕

．

淒
涼
の

意
に

し

て
、

全
て

　
　

屈
子
の

餘
韻
を

得
。

吾

嘗
て

前

藻
の

意
を

商

権
す
る

を

以
て

之
に

況
ぶ

る

に
、

且

く

為
に

低
徊
す

。

況
ん

や

曠
遠
の

遐
思

を

懐
く

者

　
　
に

於
て

を

や
。

と

言
い

、

こ

の

六

句
が

「

幽
憂
」

「

怨
慕
」

「

淒

涼
」

の

意
を

も
つ

こ

と
で

、

全
く
屈
原
の

余
韻
を

得
、

彼
自
身
も
原
典
の

『

楚
辞
』

と

ひ

き
く
ら
べ

て

み
て

思
い

に

耽
っ

た

く
ら
い

で

あ
る

か

ら、

　
「

曠
遠
」

な

思
い

を

懐
く
謝
霊

運

に

お

い

て

は

な

お

さ

ら
で

あ
っ

た

ろ

う
、

と

感
慨
を

述
べ

る
。

こ

こ

に

方
東
樹
も
言
う

よ

う
に

、

実
在
し

な
い

「

美
人
」

へ

の

思
慕
に

借
り
た

表
現
か

ら、

　
「

幽
憂
」

な
ど

の

さ
ま

ざ

ま

な

形
の

悲
哀
感
が

生
み

出
さ

れ
る

、

と
い

う

構
想
が

展

開
さ

れ
る

。

そ

し

て

こ

の

「

美
人
」

の

表
現
に

托
さ

れ

た

悲
哀
感
は

、

や
が

て
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対
象
を

明

ら
か

な

空
想
上

の

人
物、

例
え
ば

、

　
「

従
斤
竹
澗
越

嶺
渓
行
」

詩
（

『

文
選
』

巻
二

十
二
）

、

　
　
　
　
ヘ
　

　　
ヘ
　

　　
へ

　
　
想
見
山

阿
人

　
想
ひ

見
る

山

阿
の

人

　
　
も
　

　　
へ

　
　
薛
蘿
若
在
眼
　

薛
蘿
　
眼
に

在
る

が
ご

と
し

　
　
　
ヘ

　

　
　

　
　

　

　
　

　　
へ

　
　
握
蘭
勤

徒
結

　
蘭
を

握
る

も

勤

を
ば

徒
ら

に

結
び

　
　
ヘ

　

　　
へ

　
　

折
麻
心

莫
展

　

麻
を
折
る

も

心

を
ぽ

展
ぶ

る

莫
し

に

見
え

る
「

山

阿

人
」

や
、

　
「

入

華
子
崩
是
麻
源
第
三

谷
」

詩

　
　

南
州
実
炎

徳

　
南
州
は

実
に

炎

徳
あ
り

　
　

桂
樹
陵
寒
山
　
桂
樹
は

寒
山

を

陵
ぐ

羽

人
絶
髣
髴

ヘ
　

　　
へ

丹
丘

徒
空

筌

羽
人
　
絶
え
て

髣

髴
と

丹
丘

徒
ら
に

空

筌
な
る

の

み

に

見
え

る

「

羽

人
」

等
に

向
け
て

ゆ

く
こ

と

に

な

る
。

こ

の

詩
は

、

九
歌
・

山

鬼
の

、

　
　

　
　
ヘ

　

　

　

　

ヘ

　

　

　

　
へ

　

　

　

　

　

　
　
ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
へ

　
　
若
有
人
兮
山

之
阿

、

被
薛
茘
兮
帯
女
蘿

。

お

よ

び
、

　
　
被
石

蘭
兮
帯
杜

衡、

折

芳
馨
兮
遣

所
思

。

（

既

出
）

と
、

九
章
・

思
美
人
の

、

　
　
媒
絶
路
阻

、

言

不

可

結
而

貽
。

（

臨

出）

に

ょ

る
。

こ

こ

の

「

山
阿
」

の

「

人
」

は
、

王

逸
に

ょ

れ
ば

、

（

『

文
選
』

巻｝
二

十
六
）

、
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言
山

罍
佛

・

莢
見
於
山
之

阿

被
薛
茘
之
衣

、

以

纛
為
帯
也

。

薛
茘
・

轟
皆

盤
、

霧
而
生

、

山

鬼
亦

鬚
無
形

、

故

　
　
衣
之
以
為

飾
也

。

と
い

う
よ

う
な
存

奮
山

鬼
L

・

す
な

わ

畠
の

簍
指
し

、

ま

た

叉

華
崗
是
麻
源
第
三

谷
L

詩
は

、

遠
遊
の

、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
も

　
　　
へ

　
　
嘉
南
艸
之
炎
徹
兮

、

麗
桂
樹
之
冬
栄

。

お

よ

び
、

　
　
仍
恥

が
於
丹
丘

兮
、

留
不

死

之

旧

郷
。

糧

齢

蝶
襟
騨

纖
噸

霧
醐
儲

纛

繋
灘
備

翠
灘

饕
苗
蹇
用
い

て

い

…
か

鉢
、

老

慧
想
へ

・
つ

な
が

・

耋
妻
見
て

と

る
．

芝
が

で

き
る

。

無
論

、

『

楚
辞
』

駕
い

る

謠
で

は
・

「

羽
人
絶

髪
・

丹
丘

徒

窶
」

と

言
っ

て
、

「

絶
」

「

徒
」

・
い

・

語
に

よ

・
、

直
接
の

つ

な
が

，
は

抑
、

竃
れ
て

は

い

蹄

朧
雛
腸

縢
濃
欝

濡
畷

難

韆
轟

縫
欝
婦

靆
誘
疑

が

向
う
と

こ

ろ
と
し

て
・

次

髦
慧
塵
つ

・
・

『

老

子
』

『

華
』

肩
易
』

・
い

・

所
謂

；一
玄
L

に

よ

る

表
現
、

の

関

霍
を

も

見
る

必

要
が

出
て

来
る

。

　
　
三

当
初
に

触
れ

た

が
、

『

荘
子
』

に

限
れ

ば
、

こ

れ
は

鬱
蓮
の

出

典
中
で

『

楚
辞
』

ξ
い

で

二

瞽
に

多
用
さ

れ

る
。

、

．

れ
に

『

周
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易
』

お

よ

び

『

老
子
』

に

よ

る

も
の

を

加

え
、

所

謂
「

三

玄
」

と
し

た

場

合
、

そ

れ
は

『

楚
辞
』

に

よ

る

も
の

よ

り

も
、

数
的
に

は

多
く

な
る

。

そ
こ

で

い

ま
、

こ

れ

を

前
述
の

『

楚
辞
』

に

よ

る

表
現
と

較
べ

て

み

た

い
。

　
ま

ず
形

式
面
で

は
、

　
コ
ニ

玄
」

に

よ

る

表
現
に

は
、

出
典
を

同
じ

く
す
る

語
が

数
句
に

亘
っ

て

見
ら

れ
る

こ

と
は

、

一
、

二

の

例
外
を

除
い

て

殆
ど

な
い

。

専
ら

老
荘
流
の

典
故
を

持
つ

語
が

詩
の

随
所
に

散
見
で

き
る

と
か

、

目
立
つ

も
の

で

も
一

、

二

句
に

襲
用
さ

れ
る

程

度
に

と

ど

ま
る

。

た

だ
、

謝
眺
に

見
ら

れ

る

「

三

玄
」

に

較
べ

る

と
、

謝
霊
運
の

場
合
は
、

原

典
の

表
現
を

踏
襲
し

、

単
な
る

語
句
の

借

用
に

と

ど

ま

ら
な
い

も
の

が

圧

倒
的
に

多
い

Q

　
例

え
ば

、

　
「

摂
生
」

と
い

う

語
が

両
者
と

も
に

見
ら
れ

る

が
、

こ

れ
に

関
し
て

比

較
対
照
し
て

み

る

と
、

ま

ず
謝
跳
の

「

蒲
生
行
」

（

『

楽

府
詩
集
』

巻
三

十

五
）

に
、
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一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

お

　

　　
へ

摂
生
各
有

命

豈
云

智
与

力

　

や

し

な

生
を

摂
ふ

に

は

各

宜
叩

有
り

豈
に

智
と

力
と

を

云

は

ん

や

と

あ
り

、

こ

の

語
は

『

老
子
』

五

十

章
に
、

　
　

蓋
聞
善
摂
生
者

、

陸
行

不

遇
兜

虎
、

入

軍
不

被
甲
兵

。

兒

無
所
投

其
角

、

虎
無
所
措
其
爪、

兵
無
所
容
其
刃

。

…

…

と

あ
る

と
こ

ろ

か

ら

出
る

。

　
『

老
子
』

の

こ

の

部
分
は

、

王

弼
が

「

摂
生

者
」

に

つ

い

て
、

　
　
器

之
害
者
莫
甚
乎
戈
兵

、

獣
之
害
者

莫
甚
乎
兒

虎
。

而

令
兵
戈
無
所

容
其
鋒
刃

、

虎
兜

無
所
措
其
爪
角、

斯
誠
不
以

欲
累
其
身
者
也

。

と

言

う
よ

う
に

、

　
「

誠
に

欲
を

以
て

其
の

身
を

累
は

さ

ざ

る

者
な
り

」

と
い

う

境
地
に

身
を

お

く
者
に

つ

い

て

述
べ

て

い

る
。

こ

れ
を

謝

眺
の

詩
に

即
し

て

考
え
る

と
、

す
で

に

「

摂
生
」

を

既

成
の

熟
語
と
し

て

捉
え
て

、

そ

れ

を

そ
の

ま

ま

借

り
、

一

切
を

運
命
に

任
せ

る

こ

と
、

　
「

智
」

と

「

力
」

と
に

寄
ら

ず
無
為
で

あ
る

こ

と

を
、

一

篇
の

均
整
の

と

れ
た

表
現
に

練
り

な
お

し

て

詠
み

込
ん

で

い

る
。

　
「

奉
和

隋
王

殿
下
」

詩
の

、

　
　
上

善
叶
淵
心

　
上
善
は

淵
心
に

叶
ひ
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も

　

　　
へ

　

　

止
川
測
動
性

止
川

は

動

性
を

測
る

や
、

　
「

始
之
宣
城
郡
」

詩
の

、

　

　

烹
鮮
止

貪
競

　
烹
鮮
も
て

貪
競
す
る

を
止

め

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　

　

共
治
属
廉
恥

　
共
に

治
め

て

廉
恥
に

属
か

ん

な

ど
の

傍
点
部
は

み

な

「

三

玄
」

を
出

典
・

す
・
鈕
叩

で

あ
・

が
、

思
想
を

咀

嚼
し

な
が

ら

用
い

る

の

で

は

な

く、

あ
く
，

で

靉
の

熟
語

と

し

て

扱
う
・

こ

の

考
袈
現
の

仕
方
が

醗
に

は

多
く

見
ら
れ

、

そ

れ
が

む
し

至

鵠
で

あ
る
と

思
わ

れ
。

。

で

は
・

謝

霾
に

お

い

て

は

ど

う
で

あ
ろ

・
か

・

，
「

摂
生
」

に

か

え
・

て

耋
て

み

る
と

、

仏
教
的

蓮
蟹
同

鷺
、
，

入
れ

ら

れ

て

い

る

と

考
え

ら

れ
る
が

、

「

過
瞿

渓
石
室
飯

僧
」

詩
（

『

芸
文
類
聚
』

巻
七

＋
六
）

に
、

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　

　

忘
懐
狎

鴎
轍
　
懐
ひ

を

忘
る

れ

ば

鴎
轍

狎

れ

　

　
ヘ

　

　
ヘ

　
　

　

　
　ヘ
　

　ヨ

　

　

摂
生
馴
兜

虎

　
生
を

摂
へ

ぽ
兜

虎
馴
る

簿
欒
麟

麟
麟
鰹
嵐

露

嶷
蒲

難
爨
籀
ぱ
卿

蕪
麝
鎚

の

語
句
と

毳
と

を

そ
の

ま

ま

の

髦
沿
襲
し

・

自
分
な

是
そ

の

思
想
に

迫
ろ

・
と

す
・

楚
が

伺
、

兄

る
。

そ
し

て
．

．

の

点
に

、

鑿

運
の

典

襲
現
運

罷
か

か

わ
・

形
式
面
で

の

全

鵠
な

特
色
も
認
め

ら
れ
る

。

例
え
ば

「

還
旧

園
作
見
顔
范
二

中
書
」

詩
の

、

　

　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

　
　
　

　
　
　

へ

　

　

衛
生
自
有
経
　
生
を

衛
る

は

自
ら

経
有
り

　

　

息
陰
謝
所

牽
　
陰
を

息
は
せ

て

牽
く

所

を

謝
せ

ん

の

上

黔
ヤ

驃
籌
r
已

矣
・

苦
笙
之
経
能

鞏
能
勿
失

平

−
与

籌
而
同
其
波

．

蓮
毳

．

一 17 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

に

基
づ

く
な
ど

、

枚

挙
に

い

と

ま
が

な
い

。

　

謝
霊
運
の

こ

の

よ

う

な

典
故
表
現
の

仕
方
に

関
し

、

明
の

王

世

懋
は

そ
の

著
『

芸
圃
纈
餘
』

で
、

　
　

古
詩
は

両
漢
以

来
、

曹
子
建
出
で

て

始
め

て

宏
肆

と

為
り

、

情
態
を
生

ず

る

こ

と

多
し
。

此
れ
一

変
な
り
。

此
よ

り

作
者

、

史
語
を

　
　

入
る

る

こ

と

多
し
。

然
れ
ど

も
経

語
を

入

る

る

能
は

ず
。

謝
霊
運
出

で

て

易
辞

・

荘
語

、

用
と

為
さ

ざ

る

所
無
し
。

剪
裁
の

妙
は

、

　
　

千
古
に

宗
た

り
Q

又
一

変
な

り
。

と

言
い

、

謝
霊
運
の

「

易
辞
荘
語
」

を

用
い

た

句

造
り
に

対
し
、

　
「

剪
裁
の

妙
は

、

千
古
に

宗
た

り
」

と

好
意
的
に

高
い

評
価
を

与
え

る
。

「

易
辞
荘
語
」

を
「

経
語
」

と

し

て

扱
っ

て

い

る

が
、

謝
霊
運
の

時
代
に

即

し
て

言

え
ば

、

　
「

三

玄
」

の

語
で

あ
る

こ

と
は

言
う

ま
で

も

な
い

。

清
の

沈
徳

潜
も

『

説
詩

曄
語
』

巻
上
で

、

　
　

詩
を

以
て

詩
に

入
る

る

は
、

最
も

是
れ

凡
境
な

り
。

経
・

史
・

諸
子

、

一

た

び

微
引
を
経

、

都
て

詠
歌
に

入
れ

ぽ
、

方
に

横
潦
・

無

　
　

源
の

学
に

別
る
べ

し
。

と

言
い

、

そ
の

下
に

「

曹
子

建
は

善
く

史
を

用
ひ

、

謝
康
楽
は

善
く

経
を
用
ひ

、

少
陵
は

経
・

史
並
に

用
ふ
」

と

自
注
を

施
し

て
、

こ

の

よ

う

な

用

典
に

よ

る

表
現
は

「

満
潦
無
源
の

学
に

別
れ
」

る

点
で
一

つ

の

効
用
が

あ
る

こ

と

を

述
べ

る
。

こ

こ

の

自
注
の

謝
康
楽
（

霊

運
）

の

「

経
」

も
前
掲
の

王

世
懋
の

説
を

承

け
、

　
「

易
辞
荘
語
」

と
い

う

コ
ニ

玄
」

の

語
を

指

す
と

考
え

ら

れ
る

。

　

無
論
こ

の

よ

う
な

典
故

表
現
に

は

効

罪
が

あ
り

、

清
の

王

師

韓
な
ど

は

そ
の

著
『

詩
学
纂
聞
』

中
に

「

謝
（

霊
運
）

詩
累
句
」

と

題
し

、

謝
詩
に

お

い

て

句
法
を

成

さ

な
い

句
を

例
示
し

た

あ
と
、

　
　
其
の

（

謝
霊
運
の

）

詩
は

好
ん

で

易
詞

を

用
ふ

れ

ど

も
、

用
ふ

る

や

輒
ち

拙
劣
な

り
。

　
『

登
緑
嶂
山
』

詩
に

云
ふ

、

　
『

蠱
上

貴
不

事
、

　
　
履
二

美
貞
吉
一

、

『

湖
中
瞻

眺
』

詩
に

云

ふ
、

　
「

解
作
既

何
感

、

升
長

皆
羊
容
」

の

ご

と

き
は

、

此
れ

猶
ほ

其
の

通

順

な

る

者
な
り
。

　
　
他
の

「

水

流
理

就
湿

、

火
炎
同

帰

燥
」

霜
逢

行
』、

　
「

否
桑
未
易

繋
、

泰
茅
難
重
抜
」

『

折
楊

柳
行
』

、

　
「

栫
至

宜

便

習、

兼

山

貴
止
託
」

　
　

『

富
春

渚
』

、

　
「

常

佩
智
方
誠、

姥
微
富
教
益
」

『

琶
桑
』（
「

智

方
」

は、

乃
ち

易
卦
の

「

徳

方
以

智
」

を

用
ふ
。）

の

ご

と

き
は

、

拙
劣
に

し

て

強
湊
な

ら
ざ

る

　
　
は

無
し
。

と

言
い

、

列
挙
し

た

「

易
詞
」

の

使
用
は

「

登
永
嘉
緑
嶂
山
」

詩
お

よ

び

「

於
南
山

往
北
山

経
湖

中
贈

眺
」

詩

に

見

え

る

も

の

が

「

通
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順
」

で

あ
る

以

外、

他
は

「

拙

雀
し

て

強
湊
」

で

な
い

も
の

は

無
い

と

批
判
す
る

。

・

の

批
判
は
、

学
派

間
の

持
論
の

相
異

蓮
因

す

る

面
も
あ
る
が

、

元
来
典

襲
現
の

功

罪

ξ
い

て

は
、

『

詩
品
』

や

『

文
心

雕
龍
』

以
来

、

是
非
論
が

絶
、

叢
い

。

い

ず
れ
に

し
て

も
、

謝
霊
運

自
身

罐
か

に

そ
の

使
用
が

多
く

、

し

た

が

ぞ
依
存
度
も
高
い

と
い

う
事

実
は

否

定
で

き
な
い

。

ま

た
さ

ら

に
、

「

山
居
賦
」

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　

　
　
　
　

　
　
ヘ

　

　
へ

（

『

宋
書
』

本

伝
）

に

も

「

仰

薯
之
遺
訓

、

俯
性

情
之
所
便

。

奉
微

蟹
憙

、

保
自
事
以
乗
閑
」

ξ
口

い
、

そ

れ
に

は

山

居
す
る

の

が

最
も

よ
い

が
、

そ
の

拠
り

ど
こ

ろ

と

し

て
、

自
注
に

、

　
　

易
云

、

向
晦
入

宴
息

。

荘

周
云

、

郎
郭
其
心

。

此
二

是
其
所
処

。

と
・

『

周
易
』

『

荘
子
』

（

覧
ら

れ
る

語
）

を

挙
げ
る

。

ま

た

同

じ

く

面
居
賦
L

自
注
に
、

『

孝
』

『

荘

子
』

に

関
し

て

屁
二

書
、

最
有
理
」

と

言
い

、

と

も
に

壘
人
之
教
L

で

あ
る

と

言

明
し

て

い

る
。

．

・

れ

ら
の

発
言
口

は
、

皆
詩
人
の

「

三

玄
」

に

対
す
る

深
い

理

解

と

沈
潜
度
を

示
す

。

方

東
樹
も
『

昭
昧
唐
言
』

巻
五

に
、

　
　

荘
子
を

読
ん

で

熟
す
れ
ぽ

、

則
ち

康
楽
の

発
す
る

所
は
、

全
て

是
れ

荘
の

理

な

る
こ

と

を

知
る

。

と

言
い

、

　
　

康
楽
を

看

来
れ
ば
、

全
て

力
を
一

部
の

荘
の

理
に

得
。

其
の

此
の

書
に

於
け
る

や
、

用

功

甚
だ

深
く

、

兼
ね
て

謹
に

も

熟
す

。

古

　
　

人
、

一

部
の

力
を

得
る

の

書
有
れ
ぽ
、

一

生
こ

れ

を

用
ひ

て

窮
ま

ら
ざ

る
こ

と
、

尺

捶
の

ご

と

き
な
り

。

と

指
摘
す
る

・

こ

の

こ

と

は

『

荘
子
』

に

限
ら

ず

；一
玄
L

全

磐
夏

、

謝
霊

漿
こ

・

美
現
上
の

、

あ
る
い

憲
想
上

の

力
を

得

て

い

た

こ

と

が

認
め

ら
れ

る
。

さ
て

・

以
上

「

三

玄
」

に

つ

い

て

述
べ

て

き
た

形
式
上
の

特

象
先
に

述
べ

た

『

籌
』

と

比
較
す
る

と
、

「

三

玄
」

の

盪
．

は

『

楚

辞
』

の

場

合
の

よ

う

籔
句
に

亘
・

て

引
用
さ

れ
・

・

と

壕
い

に

し
て

も
、

や

は

り

霙
に

霧
で

あ
る

と
い

う
占…
は

、

勇
同
方
向

に

あ
る

こ

と
が

分
る

・

た

だ

し

両

者
の

違
い

と

し

て
、

「

三

玄
」

を

用
い

た

表

選
は

処
世
の

態
度
を

凝
縮
し

て

端

的

簔
わ

し

得
る

語

句
が

雰
に

婁
れ

る
の

舞
し
・

躄
辞
』

を

用
い

た

表
現
に

は

そ

れ
が

な

く
、

む

し

ろ

抒
情
的
．

感
傷
的
な

内
容
を

持
つ

比
較
的

長

い

句
が

多
い
、

と
い

う
こ

と

が

当
然
の

こ

と

な

が

ら

あ
る

。

次
に

・

『

楚
辞
』

と

「

三

玄
」

の

内
面
的
な

綾
を

す
る

た

詮
、

「

三

玄
」

の

使
用
の

最
も
多
い

、

ま
た

そ
の

特
色
を

最
も
よ

く
備
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え
る

も
の

と

し
て

、

思
わ

れ

る
。

ヘ
　

　　
ヘ
　

　

　
　

　
　

へ

　
　　
も

蠱
上

貴
不

事

履
二

美

貞
吉

ミ
　

　　
ヘ
　
　

　
　

　

　
へ

幽
人
常
坦
歩

高
尚
逸

難
匹

モ

　

　　
も

願
阿

竟
何
端

寂
寂
寄
抱
一

、

苧

恬
知
既
已

交

も

　
　　
へ

繕
性
自
此

出

「

登

永

嘉
緑
嶂
山
」

詩
（

『

詩
紀
』

巻
四

十
七
）

を

挙
げ
る

。

こ

の

詩
も
お

そ

ら
く

は

永
嘉
の

太

守
時
代
の

作
品
と

省
略
し

た

初
め

の

十
二

句
で

、

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

そ

し

て

次
に

山

水
の

奥
い

と
こ

ろ
に

立

ち
、

『

周
易
』

の

蠱
卦
上

九
の

、

　
　
ヘ
　

　　
ヘ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

ヘ
　

　　
へ

　
　

不

事
王

侯
、

高
尚
其
事

。

　
　
　
た
　

　

　
　

　
　

　

　
　　
へ

お

よ

び

履
卦
九
二

の
、

　
　
へ
　

　

　
　　
も

　
　
ゐ

　

　
　

　

た

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
へ

　
　

履
道
坦

坦
、

幽
人
貞
吉

。

を

そ

れ

ぞ

れ
一

句
四

句

と
二

句
三

句
と
に

分
け

、

ほ

ぼ

そ
の

ま

ま

詠
み

込

む
。

　
『

周
易
』

の

語
の

こ

の

よ

う

な

用
い

ら
れ

方
は

、

謝
霊
運

の

董
篇
中
に

あ
・

て
、

主

要
な
役
割

を

荷
・

て

い

毳
合
が

卸
・

三
あ
蠱
卦

繕
者
に

か

た
ど

ら

れ
・

王

侯
に

隻
ず
高
潔

壅

き
方
を

守
る

こ

と

を

戒
め

と

す
る

。

そ
れ

は

詩
人
に

お

い

て

は
、

身
は

俗
世
に

在
り

な
が

ら

も
、

そ
れ
に

煩
わ

さ
れ

な
い

人
物
へ

の

憧
憬

よ

り

発
せ

ら

れ
る

。

こ

れ
が

緑
嶂
山

遊
覧
の

過
程
か

ら

導
き
出
さ

れ
た

理
で

あ
る

こ

と

は

言
う

ま
で

も

な
い

。

次
の

履
卦
も
「

幽
人
」

は

隠
者
で

あ
り

、

主
君
に

仕
え
ず
坦

坦
と

道
を
ふ

み

行
な

う

あ
り

方
を
よ

し

と

す
る

。

謝
霊
運
の

詩
で

は
、

永

嘉
の

太
守
と
い

う

役
職
に

縛

こ蠱
上

は

事
へ

ざ

る

を

貴
び

履
二

は

貞
に

し

て

吉
な
る

を

美
と

す

　
　

　
　
　
た

ひ

幽
人
は

常
に

坦

ら
か

に

歩
み

　
　

　
　
　
は

る

　

　
　

　

　
　

な
ら

高
尚
な

る

は

遞
か

に

し

て

匹
び

難
し

廏
と

阿
と
は

竟
に

何
の

端
か

あ
ら

ん

寂
々

と
し

て
一

を

抱
く

に

寄
す

　
　

　
　
す

で

恬
と

知
と

既

已

に

交
は

り

繕
性

は

此

よ

り
出
づ
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ら
れ
た

自
分
と

は

異
な

る
、

王

逸
注
に

言
う

「

謙
る

を

尚
ぶ
」

こ

と

を

心

得
た

人
物
に

追
従
し

た

い

と
の

希
求
よ

り

発
せ

ら

れ
る

。

し

た

が
っ

て
、

こ

こ

に

詠
ま

れ
た

「

幽
人
」

「

高
尚
（

な
る

人
）

」

は

詩
人
の

景
仰
す

る

人

物
の

姿
で

あ
り

、

ま
た

自
ら
の

目

指
す
境
地
と

も
考

え
ら

れ
る

。

そ

し
て

こ

の

四

句
は

、

知
識
と
し

て

持
っ

て

い

た

『

周

易
』

の

玄

理
が

、

山
水
の

幽
遠
さ

と

相

俟
っ

て
、

詩
人
の

脳

裏
に

具

現
し

た

か

の

感
を

呈

す
る

。

こ

の

よ

う
な
表
現
は

『

周
易
』

に

対
す
る

深
い

理

解
が

あ
っ

て

こ

そ

な
さ

れ

る
。

　

最
後
の

四

句
の

う

ち
、

　
「

願

阿
」

の

意
味
は

詳
ら
か

で

な
い

。

意
味
の

無
い

助
字
で

あ
る
と
の

説
も
あ
る
が

、

黄
節

氏
ら
の

注
釈

者
は

『

老
子
』

二

十

章
の

、

　
　

唯
之
与
阿
相
去
幾
何

。

に

よ

る

も
の

と

す
る

。

と

す
れ
ば

、

詩
の

「

顧
」

は

こ

の

「

唯
」

に

通
じ

、

礼
儀
正

し

い

返
答
の

言

葉
を

言
い

、

　
「

阿
」

は

返

対
に

礼
儀

を

欠
い

た

返

答
の

言
葉
を

言
う
。

我
が

「

は

い
」

と

「

う
ん
」

ほ

ど
の

意
で
、

い

ず
れ
の

返

答
も
本

質
上
の

差
は

無
く

、

　
「

一
」

で

あ
る

こ

と

を

述
べ

る
。

次
の

「

抱
一
」

は

『

老
子
』

十
章
に

、

　
　
　

　

　
ヘ
　

　　
へ

　
　

載
営
魄
抱
一

。

と

あ
る

の

に

よ

る
。

二

十
二

章
に

も

「

抱
一
」

と
い

う
語
は

あ
り、

王

弼
も
「

一
、

人
之
真
也
」

と

注
す
る
よ

う
に
、

人
と

し
て

の

「

真
」

1
老
荘
流
の

道
を

確
乎
と
し

て

守
る

こ

と
を
言
う
。

謝
霊
運
の

詩
で

は

上
句
を

承

け
て

「

寄
抱
一
」

と

言
い

、

　
『

老
子
』

の

「

抱
一
」

の

思
想
に

積
極
的
に

意
を

托
そ

う

と

す
る

。

　

結
尾
の

二

句
は

と

も
に

『

荘
子
』

繕
性
に

基
づ

く
。

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　

　
　

　

　
　

へ

　
　

繕
憐
於
俗

、

学
以
求

復
其
初

、

滑
欲
於
俗

、

思
以

求
致
其
明

。

謂

之
蔽
蒙
之
民

。

古
之

治
道
者、

以

恬
養
知

。

生
而
無
以

知
為
也、

　
　
　

　

　

　

　

　
　
ヘ

　
　
　

へ

　
　

ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　

へ

　
　

謂
之
以
知
養
恬

。

知

与
恬
交
相
養、

而
和
理

出
其
性

。

と

あ
る
の

に

よ

り
、

人
為
的
な

知
恵
で

な
く

、

自
己
の

本

性
に

根
ざ

し

た

自
然
の

英
知
と
、

そ
の

本
性
を

乱
さ

な
い

し

ず
か

な

心
と

が

調

和
す
る

こ

と
に

よ

り
、

古
人
の

よ

う
に

真
に

自
己
の

本
性
に

立

ち

返
る

こ

と
が

で

き
る

、

と

述
べ

る
。

詩
人
も
こ

の

境
地
に

近
づ

こ

う
と

す
る

。
以
上

か

ら

大

意
を

矍
る

と
・

王

侯

暴
え

な

℃
・

と

を

貴
び

、

た

だ
し

さ

を

美
と

す
る

「

幽
人
」

や

「

高
尚
」

な
る

人

惣
は

匹
敵
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で

き
な
い

が
、

　
「

抱
一

」

と
い

う

老
荘
流
の

道
に

寄
れ

ぽ
、

生
来
の

英
知
に

し

た
が
っ

て
、

人

間
本

来
の

あ
り

方
に

立
ち

戻
る

こ

と
が

で

き
る

、

と
い

う
よ

う

な

意
味
に

な

ろ
う
か

。

つ

ま

り
、

　
「

幽
人
」

や

「

高
尚
」

な
る

人
物
に

は

到
底
及
ぶ
べ

く

も

な
い

が
、

た

だ

老
荘

流

の

道
に

寄
る

こ

と
で

心
の

安
ら

ぎ
を

得
よ

う

と

す
る

。

　

そ
こ

で

い

ま
、

既
述
の

『

楚
辞
』

と
の

関
連
を
改
め

て

考
え
て

み
る

と
、

老
荘

流
の

考
え

方
に

向
っ

た

と

述
べ

て

お
い

た

『

楚
辞
』

に

よ

る

表
現
内
容
は

、

や
が

て

こ

こ

に

行
き
つ

く
の

で

は

な
い

か
、

と

考
え
ら

れ
て

く
る

。

ど

れ
ほ

ど

我
が

身
を

清
潔
に

飾
り

、

　
「

美
人
」

を

求
め

て

も
結
局
は

慰
め

ら

れ
な
い

。

そ
れ

は

「

羽
人
」

に

し
て

も
「

幽
人
」

に

し
て

も
同
じ

こ

と
。

た

だ

老
荘
流
の

考
え

方
の

中
に

は

心
の

安
ら
ぐ

言
葉
が

あ
る

、

と
い

う

方
向
を

指
す
こ

と
に

な

る
。

つ

ま

り
、

謝
霊
運
の

、

　
『

楚
辞
』

に

よ

る

表
現
は

原
典

特
有
の

憂
国
の

情
な
ど

は

襲
わ

ず
、

専
ら

『

楚
辞
』

中
の

自
然
風

物

ー
特
に

香
草
に

托
さ
れ
た

否
定
的

な

感
情
面
に

の

み

借

り
、

自
ら
の

悲
哀
を

述
ぺ

て

い

る
。

そ

れ
は

高
潔
な

る

理

想
上
の

人
物
を
思
慕
す
る

情
に

添
え

ら
れ

な

が
ら

、

結
局
は

満
た
さ

れ

る

こ

と

な

く
、

や
が
て

は

老
荘
流

の

考
え

方
に

重
点
が

置
か

れ
る

よ

う
に

な

る
。

こ

の

よ

う
な

内
容
を

持
つ

こ

と
が

言
え

る

と

思
う
。

　

　
　
四

　

最
後
に

、

謝
霊
運
が

『

楚
辞
』

の

内
容
を
ど

の

よ

う

に

見
て

い

た

の

か

を
、

の

及
ぶ

限
り
で

は
、

彼
の

詩
文
中
に

そ
の

点
に

触
れ

た

発
言
は

見

出
せ

な
い

。

な
ど

に

屈
原
に

対
す
る

共
感
が

述
べ

ら

れ
る

程

度
に

と

ど
ま

る
。

采
菱
調
易
急

江
南
歌
不

緩

楚
人
心

昔
絶

越
客
腸

今
断

断
絶
雖

殊
念

倶
為
帰
慮
款

采
菱
　
調
べ

は

急
な
り

易
く

江
南

　
歌
は

緩
や
か

な

ら

ず

楚
人

　
心

は

昔
に

絶
え

越
客

　
腸
は

今
に

断
た

る

断
と

絶

と
は

念
ひ

を

殊
に

す
と

雖
も

　
　
　

　

た

た

倶
に

帰
慮
に

款
か

れ
ぬ

追
っ

て

考
え
て

み

た

い

の

で

あ
る

が
、

残
念
な
が

ら

管
見

わ

ず
か

に

「

道
路
憶
山

中
」

詩
（

『

文
選
』

巻
二

十
六
）
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存
郷
爾
思
積

憶
山
我
憤
懣

　

　
お

も

郷
を

存
ひ

て

爾
の

思
ひ

は

積
り

山

を

憶
ひ

て

我
れ
憤
り

懣
ゆ

こ

の

詩
は

・

詩
人
の

晩
年

・

棄
市
の

刑
に

あ

豆
剛

年
の

罕
八

歳
、

臨
川
内
史
と

し
て

赴

任
す

る

時
の

作
と

さ

れ
る

。

詩
に
言
．

う

「

楚

人
」

は

李
善
に

よ

れ
ぽ

屈
原
で

あ
り

、

　
「

越
客
し

は

謝

霊
運
を

指
す

。

自
分
と

屈
原
と

を

比
較
対
照
し

な
が

ら
、

特
に

五

句
．

六

句
目
に

「

断
絶
雖
殊
念

、

倶
為

帰

慮
款
」

と

あ
る

よ

う
に

、

屈
原
と

自
分
と
は

常
の

思
い

を
別

箇
の

も
の

と
す
る

が
、

双

方
と

も
「

帰
慮
」

に

さ

い

な
ま
れ
た

・

と

言
う

・

こ

こ

に

彼
此
れ

簒
を

別
に

し
つ

つ

も
、

嘉
慮
L

と
い

三

霍
面
で

の
一

鰲
を

見
出
し

て

い

る
。

具

体

的
に

は

屈
原
は

「

郷
」

ー
祖
国
を

憂
い

、

謝
霊
運
は

「

山
」

へ

隠

棲
し

よ

う

と

憶
う
と

い

う
、

両
者
別
々

の

念
い

を
い

だ

い

て

い

な
が

ら
・

帰
る

べ

き
所
に

帰
り
た

い

気
持
ち

雋
じ

と
い

う
、

感
情
面
で

の

共
感
が

見
ら
れ
る

。

．

・

の

共
感
か

ら

は

『

楚
辞
』

姦
国
の

文
学

と

見
て

い

な
が

ら
、

専
ら

そ
の

抒
情
的

、

感
傷
的
な

面
に

の

み

追

従
し

よ

う

と

す
る

詩
人
の

態
度
が

窺
え
る

。

換
言

す
れ
ば

『

楚
辞
』

以

外
に

自
分
の

悲
哀
を

托
せ

る

表
現
が

な

か
っ

た
、

と
い

う
こ

と

な
の

か

も

知
れ

な
い

。

と

同
時
に

、

こ

こ

に

は

詩
題
に

も
明

示

さ

れ
る

よ

う
に

・

「

串
を

憶
ふ
」

方
へ

心
が

向
き

、

や
は

各
き
着
く
と

・

ろ

髦
荘
の

考
え
方
で

あ
ろ

う
・

と
が

、

示
さ

れ
て

も
い

る
。

　
　
　
　

注

 
『

文
選
』

所
載
の

詩
の

出
典
は

李
善
注
に

よ

る
。

た

だ
し

、

後
出
の

謝

　
霊
運
詩
の

中
に

は、

黄
節
氏

『

謝
康
楽
詩
注
』 、

葉
笑
雪
氏
『

謝
霊
運

　
詩
選
』

な
ど
の

施
注
を

参
照
し

た
と
こ

ろ

も
あ
る。

 
『

評
注
昭

明
文
選
』

に

孫
月
峰
は

、

全
体
は

「

浅
調
」

で

あ
る

が
、

　
「

日

風
」

の

二

語
だ
け
は

「

佳
」

と

言
い

、

　
『

昭
昧
夐
言
』

に

も
方
東

　
樹
は

「
『

日

華
川
上

動
』

の

二

句
は

、

千
古
に

新
た
な
る

が
ご

と
し
」

　
と

言
う。

評
者
は

主
と
し

て

そ
の

清
新
な

表
現
を

評
価
す
る

。

 
小
尾
郊
一

氏
『

中

国
文
学
に

現
わ

れ
た

自
然
と
自
然
観
』

「

『

賞
』

の

意

　
味
す
る

も
の
」

参
照。

 
高
木
正
一

氏

『

謝
霊
運
の

詩
風
に

つ

い

て

の

一

考
察
』

　
（

『

立

命
館
文

　
学
』

揃

所
収
）

参
照

。

 
王

逸
『

楚
辞
章
句
』

遠
遊
序
に

も
、

こ

の

篇
が

「

配
托
仙
人
」

す
る

も

　
の

で

あ
る

と

言
う

。

 
謝
霊
運
の

老
荘
思
想
に

つ

い

て

は
、

福
永
光
司
氏

『

謝
霊
運
の

思

想
』

　
（
『

東
方
宗
教
』

13
・

14
所

収
）

に

詳
し

い
。

 
『

謝
康
楽
詩
注
』

の

「

富
春
渚
」

詩
「

潅
至
宜

便
習

、

兼
山

貴
止

託
」

　
句
注
に

、

黄
節
氏
は

「

呉
伯
其
日

く
」

と
し

て
、

　
「

人

知
霊
運
用
易

語
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造
詩
詞、

不
知
霊
運

用
易
義
立

詩
格

。

如
此

詩
借
未
済

富
春
已
前、

喩

冒
険
而
行、

須
重
坎
之

義
、

日

拵
至
宜
便
習

、

既
済
富
春
以
後

、

喩
於

止

知
止

、

又

須
重
艮
之
義

、

日

兼
山

貴
止
託

。

此

最
善
於
易
者

。

　
（

人

は

霊
運
の

『

易
』

の

語
を

用
ひ

て

詩

詞

を

造
る

を

知
る

も
、

霊
運
の

『

易
』

の

義
を

用
ひ

て

詩
格
を
立
つ

る

を

知
ら

ず
。

此
の

詩
の

如
き
は

未
だ

富
春
を
済

ら
ざ
る
已

前
を

借
り
て

、

険
を

冒
し

て

行
く
に

喩
へ
、

重

『

坎
』

の

義
を

須
ひ

て
、

　
『

栫
至
宜

便
習
』

と
日

ひ
、

既
に

富
春
を

済
り
て

以

後
を

、

止
ま
る

を
知
る
に

止
ま
る
に

喩
へ

、

又
、

重

『

艮
』

の

義
を
須
ひ

て
、

　
『

兼
山

貴
止
託
』

と
日

ふ。

此
れ

最
も

『

易
』

を

善

く
す
る

老
な
り

。

）

」

と
い

う

評
を

載
せ

る
。
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